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3.1
ＣＦＰ算定結果

（カーボンフットプリン
ト）

原材料調達段階

生産段階

流通段階

使用・維持管理段階

廃棄・リサイクル段階

　数値表示、追加情報の内容

810,000

数値表示

２．事業者情報

株式会社　日立製作所

　内訳（ライフサイクル段階別、プロセス別、フロー別、等）

３．CFP算定結果およびCFP宣言の内容

3.2

03-5471-2745

Hitachi,　Ltd.

　カーボンフットプリント

１．製品情報

2.1

登録情報

製品の主要仕様・諸元

1.2

CＲ-CI06-20015

Hitachi Virtual Storage Platform 5500H

Hitachi Virtual Storage Platform 5500H

H/A-65AF-CBXAHS※

※コントローラシャーシの型式、増設コントローラシャーシおよ
びドライブボックスを追加することによりドライブ搭載数を拡張
可能
※H/A-はH-又はA-の意。

ハイエンドディスクアレイ
-コントローラシャーシ
 H/A-65AF-CBXAHS(ドライブ搭載不可)

-増設コントローラシャーシ
 H/A-65AF-CBXBHS(ドライブ搭載不可) 最大2台

-ドライブボックス
  H/A-F65AF-UBX(3.5型ドライブを96台搭載可)
最大12台とH/A-F65AF-SBX(2.5型ドライブを
96台搭載可) 1台　または、
  H/A-F65AF-SBX(2.5型ドライブを96台搭載可)
最大24台　または、
  H/A-F65AF-NBX(NVMe SSDドライブを96台
搭載可) 最大3台　または、
  H/A-F65AF-FBX(フラッシュモジュールドライ
ブを48台搭載可) 最大12台

-想定使用年数　5年

＜数値表示の単位＞

1TB・１年あたり
（端数処理により左記の値は「3.1 CFP算定結果」と若干異なる場合があります）

販売単位（台あたり）

kg-CO2e35,000

kg-CO2e
（端数処理により左記の値は内訳の合計値と若干異なる場合がありま
す）

850,000

2020年3月31日

kg-CO2e

kg-CO2e

＜記載内容＞

kg-CO2e

1.4

620

kg-CO2e9,200

880

11kg

上：最大構成
下：最小構成



3.4 備考

4.1 CFP算定結果の解釈

5.1 認定CFP-PCR名称 IT機器 5.2 PA-CI-06

5.3 利用した二次データの考え方

6.1 検証方式 個品別検証方式 6.2 －

6.3 検証番号 CV-CI06-20015 6.4 2020年3月26日

従来機種と比較した際の、 1TB・１年あたり のCO2排

出量の削減率

従来機種（発売時期 2016年10月）＜Hitachi Virtual Storage Platform
G1500＞と比較した際の、 1TB・1年あたりのCO2排出量の削減率をCFPマー

クに記載

追加情報
の記載内容

自社比 -42 %

５．算定条件

・測定条件 ：使用時電力は、認定PCR(PA-CI-06)で定めた測定方法により測定しており
ます。

対象製品の特徴　（従来機種比較）
 ･ 大容量HDD(Hard Disk Drive)採用によるエネルギ－消費効率の向上

※１　本容量は1TB=1,000,000,000,000Byteとして計算した値です。
※２　 想定使用年数は、法定耐用年数（電子計算機　その他のもの 5年）として計算して
　　　おります。

認定CFP-PCR番号

・使用・維持管理段階における温室効果ガス排出量が最も多いため、使用時の省エ
ネ性能が非常に重要な要素だと言えます。なお、使用・維持管理段階は、一般的な
条件を設定して評価したため、お客様の利用条件と同じでない場合があります。
・CFP算定にあたり、原料使用量は当社データを利用していますが、数千点におよ
ぶ部品の製造時データを収集することは困難なため、一般的な原料製造時のデータ
を利用しています。そのため、当製品固有の特徴を反映していない場合がありま
す。

システム認証番号

検証合格日

基本データベースver.1.01、国・地域間距離データベースを優先して利用しつ
つ、利用可能データ（国内）ver.1.04で補完した。

６．検証情報

４．CFP算定結果の解釈

3.3

製品の改良により予告なく記載されている仕様が変更になることがあります。

【従来製品】
・製品名 Hitachi Virtual Storage Platform 
G1500

・CO2排出量の算定条件
コントローラシャーシ(H-65AE-CBXE) 1台と
増設コントローラシャーシ(H-F65AE-CBXF)1
台とドライブボックス(H-F65AE-UBX) 12台
にドライブを最大数搭載した構成で算定。

<主な製品仕様>
-記憶容量※１ 6,767TB
-想定使用年数※２5年
-ドライブの種類 磁気ディスクドライブ

-ディスク回転数 7.2krpm 
-ディスクサイズ,台数(最大)

3.5inch SAS HDD -1,152台

・CO2排出量
－製品あたり 620 t-CO2e
－1TB・1年あたり 18 kg-CO2e/TB 年

【対象製品】
・製品名 Hitachi Virtual Storage Platform 
5500H

・CO2排出量の算定条件

コントローラシャーシ(H-65AF-CBXAHS) 1
台と増設コントローラシャーシ(H-F65AF-
CBXBHS)2台とドライブボックス(H-F65AF-
UBX 12台とH-F65AF-SBX 1台)にドライブを
最大数搭載した構成で算定。

<主な製品仕様>
-記憶容量※１ 16,011TB
-想定使用年数※２ 5年
-ドライブの種類 磁気ディスクドライブ

-ディスク回転数 3.5inch SAS HDD-
7.2krpm、2.5inch SAS HDD -10krpm 

-ディスクサイズ,台数(最大)
3.5inch SAS HDD-1,152台、2.5inch 

SAS HDD -96台

・CO2排出量
－製品あたり 850 t-CO2e
－1TB・1年あたり 11kg-CO2e/TB 年



7.1 プログラム名
カーボンフットプリント
コミュニケーションプログラム

7.2 http://www.cfp-japan.jp

7.3 プログラム運営者 一般社団法人　サステナブル経営推進機構 7.4 東京都千代田区鍛冶町2-2-1

8 備考

（※）　二次データについては、CFPウェブサイト下記ページ参照のこと。
http://www.cfp-japan.jp/calculate/verify/data.html

－

７．プログラム情報

プログラム運営者住所

プログラムウェブサイト


